
第77号　第77号　第77号　2025. 8. 1発行2025. 8. 1発行2025. 8. 1発行

〝
富
山
県
産
業
の
殿
堂
〟

　

上
の
写
真
は
、
日
満
産
業
大
博
覧
会
開
会
式
の
前
日
で

あ
る
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
四
月
十
四
日
に
竣
工
し

た
昭
和
会
館
（
一
階
）
の
図
面
で
す
。
こ
の
建
設
に
関
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
簿
冊
が
地
方
自
治
法
施
行
前
公
文
書
の

中
に
あ
り
ま
す
（
管
理
番
号D

-124

）。
同
館
は
、
神
通

川
廃
川
埋
立
地
で
あ
っ
た
現
在
の
富
山
県
農
協
会
館
の
辺

り
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
上
三
階
（
一
部
地
階
あ
り
）
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
て
で
、設
計
図
に
よ
る
と
左
下
（
南
西
）
に
玄
関
が
あ
り
、

中
央
部
に
は
一
～
三
階
ま
で
吹
き
抜
け
る
公
会
堂
ホ
ー
ル

が
、
ま
た
、
三
階
に
は
食
堂
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
各
階

に
は
、
富
山
県
農
会
や
県
信
用
組
合
連
合
会
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
産
業
団
体
の
規
模
に
応
じ
て
、
事
務
室
や
応
接

室
な
ど
の
部
屋
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
会
館
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
皇
太
子

の
御
成
婚
お
よ
び
昭
和
三
年
の
昭
和
天
皇
即
位
の
御
大
典

の
奉
祝
記
念
事
業
と
し
て
記
念
会
館
の
建
設
が
計
画
さ
れ

ま
し
た
。
富
山
市
と
富
山
県
下
の
産
業
団
体
の
共
同
事
業

と
し
て
、
県
も
補
助
金
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

不
況
や
財
政
な
ど
の
事
情
に
よ
る
延
期
後
、
日
満
博
の
開

催
を
契
機
と
し
て
昭
和
九
年
に
建
設
が
実
現
し
た
も
の
で

す
。

　

産
業
振
興
促
進
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
こ
の
会
館
は
、

博
覧
会
開
催
の
最
中
か
ら
各
種
団
体
の
大
会
・
諸
行
事
の

会
場
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
昭
和
二
十
年
八
月
二
日
未
明
の
富
山
大
空
襲
で

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
県
庁
や
電
気
ビ
ル
と
と
も
に
焼

失
は
免
れ
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
、
県
農
協
会
館
の
新
築

の
た
め
に
取
り
壊
さ
れ
る
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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当
館
よ
り
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）

に
発
刊
さ
れ
た
『
と
や
ま
の
歴
史
』
は
、

『
富
山
県
史
』（
全
十
九
巻
）
の
縮
刷

版
と
し
て
県
民
の
皆
様
に
郷
土
と
や
ま

の
歴
史
を
分
か
り
や
す
く
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
、
編
纂
し
た
書
籍
で
す
。
そ

の
後
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）

に
は
、「
平
成
の
市
町
村
大
合
併
」
や

県
民
の
半
世
紀
近
い
悲
願
で
あ
っ
た
北

陸
新
幹
線
の
開
業
な
ど
、
政
治
、
経
済
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
関
す
る
記
述
を
新

た
に
加
え
、『
と
や
ま
の
歴
史　

改
訂

版
』
と
し
て
発
刊
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
令
和
七
年
度
中
に
は
、
電
子

書
籍
版
『
と
や
ま
の
歴
史 

改
訂
版
』

を
富
山
県
公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
搭
載
す
る
予
定
で
す
。

　
『
と
や
ま
の
歴
史　

改
訂
版
』
の
内

容
を
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
何
時

で
も
閲
覧
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
郷
土
学
習

を
は
じ
め
広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

本
年
四
月
に
館
長
に
就
任
し
ま
し
た

宮
脇
で
す
。

　
「
富
山
県
公
文
書
館
だ
よ
り
」
で
は
、

館
長
か
ら
公
文
書
関
連
の
情
報
発
信
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
近
年

は
、
状
況
変
化
が
多
く
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
歴

史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
調

査
研
究
を
行
う
専
門
職
認
証
制
度
、
能

登
半
島
地
震
な
ど
の
内
容
で
し
た
。
今

回
は
、
あ
ら
た
め
て
、
当
館
の
基
本
情

報
等
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

当
館
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
に
、

県
政
に
関
す
る
重
要
な
公
文
書
や
県
の

歴
史
に
関
す
る
文
書
の
保
存
、
閲
覧
利

用
や
展
示
等
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
施

設
で
す
。

　

所
蔵
文
書
は
、
県
庁
の
行
政
上
の
利

用
の
た
め
に
保
存
す
る
公
文
書
と
、
歴

史
的
価
値
あ
る
公
文
書
等
に
分
か
れ
、

歴
史
的
価
値
あ
る
公
文
書
等
に
は
、
地

方
自
治
法
施
行
前
等
の
行
政
上
の
利
用

の
役
割
を
終
え
た
保
存
公
文
書
の
ほ
か
、

寄
贈
・
寄
託
又
は
富
山
県
史
編
さ
ん
時

採
録
等
に
よ
る
古
文
書
・
近
代
等
資
料

が
あ
り
ま
す
。

　

所
蔵
文
書
で
区
分
す
る
と
、
地
方
自

治
法
第
百
四
十
九
条
の
「
公
文
書
類
の

保
管
」、
公
文
書
館
法
第
四
条
の
「
歴

史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
（
現

用
公
文
書
等
を
除
く
。
保
管
す
る
公
文

書
以
外
の
記
録
を
含
む
）
の
保
存
、
閲

覧
、
調
査
研
究
」
の
役
割
を
果
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

展
示
に
つ
い
て
は
、
当
館
一
階
の
展

示
ホ
ー
ル
で
、「
富
山
県
の
誕
生
と
県

政
の
動
き
」
に
つ
い
て
歴
史
的
な
公
文

書
に
説
明
書
等
を
加
え
て
常
設
展
示
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
多
岐
に
わ
た
る

所
蔵
文
書
を
活
か
し
、
別
テ
ー
マ
の

コ
ー
ナ
ー
も
半
年
ご
と
に
設
け
て
お
り

ま
す
（
令
和
七
年
上
半
期
「
江
戸
の
本

屋
」）。
た
だ
し
、
概
ね
十
月
中
に
開
催

す
る
企
画
展
は
、
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め

て
、
常
設
展
と
異
な
る
展
示
内
容
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
展
示
の
入
れ

替
え
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

何
度
で
も
ご
来
館
下
さ
い
。
な
お
、
所

蔵
文
書
の
一
部
は
、
富
山
県
公
文
書
館

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご

利
用
下
さ
い
。

　

最
後
に
、
県
の
事
務
処
理
は
文
書
で

行
な
う
「
文
書
主
義
」
を
原
則
と
し
、

日
々
、
公
文
書
が
作
成
さ
れ
ま
す
が
、

県
で
は
、
今
年
度
、
保
管
コ
ス
ト
の
圧

縮
や
「
歴
史
的
に
価
値
あ
る
公
文
書
」

選
定
の
た
め
、「
公
文
書
の
保
存
基
準

等
の
見
直
し
の
検
討
」
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

館
長
　宮
脇
　健
一

館
長
　宮
脇
　健
一

館
長
　宮
脇
　健
一

館
長
　宮
脇
　健
一

館
長

　宮
脇

　健
一

館
長

　宮
脇

　健
一

館
長

　宮
脇

　健
一

館
長

　宮
脇

　健
一

県
公
文
書
館
の

　
　ご
紹
介
等
に
つ
い
て

県
公
文
書
館
の

　
　ご
紹
介
等
に
つ
い
て
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五
月
十
五
日（
木
）、
富
山
県
歴
史
資

料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
（
富
史

料
協
）
の
総
会
が
当
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
総
会
に
は
、
会
員
四
十
四
機
関
中
、

三
十
七
機
関
（
う
ち
、
オ
ン
ラ
イ
ン
十

機
関
）
計
三
十
七
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
宮
脇
健
一
富
山
県
公
文
書
館

長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
令
和
七
年
度
の

役
員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

宮
脇
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
に

移
り
、
議
案
第
一
号
令
和
六
年
度
事
業

報
告
、
議
案
第
二
号
令
和
六
年
度
収
支

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、
議
案
第
三

号
令
和
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
議

案
第
四
号
令
和
七
年
度
収
支
予
算（
案
）

が
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

十
一
月
十
日（
月
）～
十
五
日（
土
）に
高

岡
市
に
お
い
て
国
文
学
研
究
資
料
館
主

催
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
史

料
管
理
学
研
修
会
）
短
期
コ
ー
ス
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ

り
会
員
機
関
に
案
内
す
る
と
と
も
に
、

積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

長
岡
市
立
科
学
博
物
館
総
括
副
主
幹
で

長
岡
市
歴
史
文
書
館
前
館
長
の
田
中
洋

史
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
新
潟
県

中
越
地
震
・
東
日
本
大
震
災
と
地
域
史

研
究
・
史
料
保
存
︱
長
岡
市
の
取
り
組

み
を
中
心
に
︱
」
と
題
し
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
岡
市
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
か
ら

今
年
十
月
で
二
十
一
年
に
な
り
ま
す
。

中
越
地
震
後
も
東
日
本
大
震
災
、
熊
本

地
震
、
昨
年
一
月
一
日
に
は
富
山
県
も

被
災
し
た
能
登
半
島
地
震
が
起
こ
る
な

ど
、
現
在
も
自
然
災
害
が
連
続
し
て
い

る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

新
潟
県
長
岡
市
の
図
書
館
・
文
書
館
・

博
物
館
で
の
災
害
対
応
の
実
践
例
を
、

二
十
年
あ
ま
り
の
ご
自
身
の
経
験
を
も

と
に
詳
細
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
「
む
き
あ
う
、す
く
う
・

あ
つ
め
る
、つ
く
る
、つ
な
ぐ
」
を
テ
ー

マ
に
、「
被
災
し
た
歴
史
的
資
料
の
救

済
」
と
「
震
災
関
連
資
料
の
収
集
」
状

況
を
、
ご
提
供
い
た
だ
い
た
長
岡
市
史

双
書
№
48
を
ふ
ま
え
、
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
行
政
が
発
信
し
た
資
料
を
記

録
と
し
て
幅
広
く
収
集
す
る
こ
と
、「
災

害
と
復
興
を
か
た
り
つ
ぐ
」
事
業
、
展

示
や
企
画
展
を
通
し
て
多
く
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
語
り
つ
ぐ
こ
と
の

大
切
さ
、
震
災
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
災

害
時
の
記
録
を
残
す
こ
と
が
、
後
世
の

重
要
な
歴
史
的
資
料
と
し
て
役
立
つ
こ

と
な
ど
大
変
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
戊
辰
戦
争
・
長
岡
空
襲
に
よ
る
資
料

滅
失
を
繰
り
返
さ
な
い
」と
い
う
歴
史

を
後
世
へ
の
教
訓
と
す
る
こ
と
へ
の
思

い
と
大
切
さ
も
学
べ
た
ご
講
演
で
し
た
。

〈
会
員
の
感
想
よ
り
（
抜
粋
）〉

〇
中
越
地
震
を
例
に
、
歴
史
資
料
の
保

存
・
震
災
資
料
の
収
集
を
発
生
当
時

か
ら
史
料
保
存
の
第
一
線
で
継
続
し

て
対
応
さ
れ
た
体
験
談
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
行
し
て
い
る
現
代
社
会
で

の
史
料
保
存
の
在
り
方
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

〇
能
登
半
島
地
震
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対

応
経
過
を
記
録
と
し
て
ま
と
め
、
整

理
す
る
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

〇
被
災
後
の
古
文
書
お
よ
び
文
化
財
レ

ス
キ
ュ
ー
の
呼
び
か
け
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
被
災
資
料
の
確
認
・
受
け
入
れ

作
業
な
ど
、
災
害
後
ど
の
よ
う
な
状

況
に
な
り
う
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

対
応
が
必
要
に
な
る
の
か
を
新
潟
県

中
越
地
震
と
い
う
実
例
か
ら
知
る
こ

と
が
で
き
た
有
意
義
な
講
演
で
し
た
。

ま
た
、
膨
大
な
被
災
資
料
の
整
理
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
も
強
く
感
じ
ま
し
た
。

富
山
県
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
会
・
講
演
会
開
催

令
和
七
年
度
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《
第
一
回
　
六
月
五
日（
木
）》

　

越
中
史
壇
会
副
会
長
（
現
・
会
長
）

の
木
本
秀
樹
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

｢

古
代
北
陸
道
の
中
の
越
中
―
新
出
文

字
資
料
か
ら
―｣

と
題
し
て
講
義
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
テ
ー
マ
の
歴
史
的
背
景
で

あ
る
日
本
律
令
国
家
の
成
立
過
程
と
地

方
行
政
制
度
の
確
立
に
つ
い
て
、
年
表

や
天
皇
系
図
な
ど
を
も
と
に
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
高
志
国
利
波
評
・
新
川

評
、
越
中
国
砺
波
・
射
水
・
婦
負
・
新

川
郡
の
成
立
や
、
古
代
越
中
国
の
国
制

が
確
立
し
て
い
っ
た
状
況
を
、『
和
名

類
聚
抄
』、『
続
日
本
紀
』を
は
じ
め
、『
令

義
解
』『
令
集
解
』『
延
喜
式
』
な
ど
の

文
献
史
料
と
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
、
藤

原
京
、
平
城
京
、
長
屋
王
家
な
ど
か
ら

出
土
し
た
古
代
都
城
木
簡
、
県
内
出
土

の
墨
書
土
器
の
新
出
文
字
資
料
か
ら
詳

細
に
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
代
越
中
国
の
範
囲
や
行
政
区
画
の

変
遷
、
大
陸
か
ら
逃
れ
て
き
た
人
を
含

め
た
移
民
政
策
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、

諸
国
か
ら
の
貢
進
物
や
当
時
の
官
人
の

教
養
な
ど
、
古
代
越
中
の
歴
史
を
考
古

学
上
の
発
見
と
関
連
付
け
て
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
木
簡
に
書
か
れ
て
い
た
文
字

の
内
容
か
ら
は
、
当
時
の
行
政
や
生
活

の
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
木
簡
の
削
り
カ
ス
も
貴
重

な
資
料
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
木
簡
の

レ
プ
リ
カ
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
冊
」
や
「
巻
」
な
ど
の
漢
字
の
成
り

立
ち
も
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
学
び
の
機
会
と
な
っ
た
講
演
で

し
た
。

《
第
二
回
　
六
月
十
二
日（
木
）》

　

富
山
県
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館

学
芸
員
の
是
松
慧
美
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
、｢

常
願
寺
川　

治
水
・
砂
防
の

歴
史｣

と
題
し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

の
飛
越
地
震
と
常
願
寺
川
の
大
洪
水
に

よ
る
災
害
状
況
を
、
飛
越
地
震
震
度
分

布
図
や
『
治
水
見
聞
録
』、
地
図
や
写

真
画
像
を
用
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
の
甚
大
さ
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と

い
う
人
々
の
思
い
が
、
大
場
や
西
大
森

に
残
る
大
転
石
の
写
真
か
ら
も
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
分
県

直
後
に
ム
ル
デ
ル
が
県
内
河
川
を
視
察

し
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に

は
お
雇
い
外
国
人
技
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・

レ
イ
ケ
と
富
山
県
土
木
技
師 

高
田
雪

太
郎
ら
の
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
視
察
が
行

わ
れ
、
明
治
期
の
常
願
寺
川
改
修
工
事

に
よ
る
白
岩
川
と
の
分
流
・
河
口
の
直

線
化
や
用
水
の
合
口
化
、
県
営
砂
防
工

事
を
経
て
、
大
正
時
代
に
国
の
直
轄
砂

防
工
事
と
な
っ
た
こ
と
を
ス
ラ
イ
ド
や

動
画
な
ど
を
用
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
デ
・
レ
イ
ケ
と
雪
太
郎
の
一
行

が
立
山
カ
ル
デ
ラ
を
視
察
し
た
行
程
を

「
高
田
史
料
」
中
の
雪
太
郎
が
記
し

た
日
記
か
ら
読
み
解
き
、G

oogle　

earth

で
視
察
ル
ー
ト
を
た
ど
る
解
説

の
進
め
方
に
よ
り
、
そ
の
過
酷
さ
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

先
人
が
尽
力
し
た
砂
防
工
事
、
砂
防

堰
堤
が
富
山
平
野
へ
の
土
砂
流
出
を
防

い
で
い
る
こ
と
を
学
び
、
そ
の
苦
労
や

努
力
と
技
術
力
の
素
晴
ら
し
さ
に
思
い

を
馳
せ
る
と
と
も
に
、
立
山
カ
ル
デ
ラ

や
砂
防
工
事
へ
の
関
心
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
講
演
で
し
た
。

《
第
三
回
　
六
月
十
九
日（
木
）》

　

富
山
近
代
史
研
究
会
会
長
の
城
岡
朋

洋
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
明
治
天

皇
の
越
中
巡
行
」
と
題
し
て
講
義
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

明
治
天
皇
の
六
大
巡
幸
に
お
け
る
越

中
巡
幸
の
目
的
や
性
格
を
、
国
家
史
・

政
治
史
の
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
地
域

の
近
代
化
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
天
皇
の
越
中
巡
幸
経
路
図
、

休
泊
場
所
の
説
明
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、

講
師
の
城
岡
先
生
が
実
際
に
巡
幸
路
を

辿
ら
れ
、
現
地
で
撮
影
さ
れ
た
行
在
所

碑
な
ど
の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

天
皇
巡
幸
路
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

次
に
、
天
皇
巡
幸
で
は
鳳
輦
、
馬
車
、

乗
馬
、
板
輿
が
使
用
さ
れ
る
た
め
、
道

路
橋
梁
の
修
繕
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
状

況
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
常
願
寺
川
・

庄
川
・
小
矢
部
川
に
は
堅
牢
な
橋
が
架

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
黒
部
川
は
仮
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「
歴
史
講
座
―
富
山
の
あ
ゆ
み
を
学
ぶ
―
」
開
講

　当
館
で
は
毎
年
、
多
彩
な
講
師
陣
を
お
招
き
し
、
富
山
県
の
歴
史
に
関
す
る
史
資

料
な
ど
を
用
い
て
、
富
山
県
の
あ
ゆ
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
全
五
回
の
歴
史
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
対
面
講
座
（
受
講
人
数
五
十
名
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

木本秀樹氏（第１回）

是松慧美氏（第２回）



橋
、
神
通
川
で
は
舟
橋
を
渡
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
急
坂
で
交
通
の
難
所

で
あ
っ
た
峠
に
は
、
呉
羽
山
の
安
養
坊

新
道
（
五
福
新
道
）、
加
賀
と
越
中
の

国
境
に
天
田
越
新
道
が
急
遽
造
ら
れ
、

特
に
天
田
越
新
道
の
開
道
に
は
、
藤
井

能
三
ら
名
士
と
地
域
住
民
の
積
極
的
協

力
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
地
方
名
望
家
の
公
益
精
神
と
地

域
の
近
代
化
を
進
め
た
い
と
い
う
意
思

が
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
天
皇
の
越
中
巡
行
は
、
明
治
新

政
府
の
威
厳
を
示
す
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
と
と
も
に
、
越
中
の

人
々
の
生
活
や
経
済
発
展
の
契
機
と

な
っ
た
こ
と
、
越
中
史
・
富
山
近
代
史

と
い
う
地
域
史
の
重
要
な
研
究
対
象
で

あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
貴
重

な
講
演
で
し
た
。

《
第
四
回
　
六
月
二
十
六
日（
木
）》

　

妙
蓮
寺
住
職
の
竹
部
俊
惠
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、「
井
波
御
坊
瑞
泉
寺
の

太
子
伝
会
と
絵
解
き
」
と
題
し
て
講
義

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
本
願
寺
五
代
綽
如
上
人
開

祖
の
井
波
御
坊
瑞
泉
寺
に
後
小
松
天
皇

か
ら
八
幅
の
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
と
太

子
二
歳
の
尊
像
が
下
賜
さ
れ
た
由
緒

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
宝
物
虫
干
し
を
機
に
今
日
ま
で

三
百
年
以
上
続
く
「
太
子
伝
会
（
た
い

し
で
ん
え
）」
が
、
毎
年
七
月
二
十
一

日
正
午
か
ら
二
十
九
日
ま
で
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
の
瑞
泉
寺
の
三
度
目
の

出
火
を
き
っ
か
け
に
地
方
巡
回
で
あ
る

「
お
太
子
様
御
巡
回
」
が
始
ま
っ
た
こ

と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

浄
土
真
宗
開
祖
の
親
鸞
聖
人
は
、
聖

徳
太
子
の
夢
告
に
よ
り
本
願
念
仏
を
確

信
さ
れ
た
こ
と
を
史
料
か
ら
解
説
さ
れ

た
う
え
で
、「
太
子
伝
会
」
の
見
方
や

讃
題
説
教
の
進
め
方
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
実
際
に
絵
解
き

を
し
て
い
た
だ
き
、
浄
土
真
宗
の
世
界

観
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普

段
絵
解
き
を
聞
き
な
が
ら
見
る
機
会
の

少
な
い
「
太
子
絵
伝
」
の
魅
力
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
瑞
泉
寺
の
歴
史
と
太
子
伝

会
や
絵
解
き
に
興
味
関
心
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
講
演
で
し
た
。

《
第
五
回
　
七
月
三
日（
木
）》

　

富
山
高
等
専
門
学
校
准
教
授
の
横
山

恭
子
氏
を
お
招
き
し
、「
近
世
中
期
の
朝

鮮
通
信
使
と
越
中
富
山
の
か
か
わ
り
」

と
題
し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
な
ぜ
、越
中
富
山
が
朝
鮮
通
信
使

と
か
か
わ
る
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
、

朝
鮮
通
信
使
を
支
え
る
経
済
的
負
担
の

側
面
か
ら
考
察
し
、
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
の

旅
路
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
対
馬
を
経
て

江
戸
ま
で
海
路
、
川
路
、
陸
路
を
用
い

る
大
移
動
で
、
往
復
に
半
年
以
上
か
か

る
外
交
儀
礼
で
あ
る
こ
と
、
東
北
・
北

陸
・
四
国
・
九
州
の
大
名
も
動
員
さ
れ
、

加
賀
藩
前
田
家
も
通
信
使
用
の
「
乗
馬

役
」
を
正
徳
・
享
保
次
に
幕
府
か
ら
命

じ
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
加
賀
藩
前
田
家
に
課
さ
れ
た

「
乗
馬
役
」
は
、
加
越
能
地
域
の
村
々

の
「
朝
鮮
人
御
用
」
で
あ
っ
た
こ
と
、

特
に
越
中
砺
波
郡
に
駅
馬
負
担
が
下
り
、

見
分
に
よ
り
人
馬
と
も
ベ
テ
ラ
ン
が
厳

選
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
采
配
は
実
質
的

に
砺
波
郡
の
十
村
衆
が
担
っ
た
こ
と
を

砺
波
郡
戸
出
村
の
十
村
で
あ
っ
た
川
合

家
文
書
「
朝
鮮
人
御
用
馬
留
帳
」
か
ら

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
藩
主
前
田
綱
紀
に
よ
る
通
信

使
行
列
の
見
物
に
つ
い
て
、
砺
波
郡
の

駅
馬
・
馬
子
等
の
地
道
な
働
き
に
よ
り
、

加
賀
藩
の
通
信
使
行
列
は
藩
主
綱
紀
の

満
足
の
う
ち
に
役
が
完
了
し
、
江
戸
家

老
・
派
遣
役
人
も
安
堵
し
た
こ
と
を
行

列
を
描
い
た
絵
巻
や
史
料
よ
り
解
説
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
越
中
国
砺
波
郡
の
駅
馬
派

遣
は
、「
鎖
国
」
下
の
越
中
富
山
に
お

け
る
非
常
に
稀
少
な
日
朝
交
流
の
事
例

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
朝

鮮
通
信
使
に
か
か
わ
る
役
負
担
は
通
行

地
に
限
ら
ず
日
本
全
国
、
広
範
囲
に
課

さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
中
で
加
賀
藩

や
富
山
藩
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
歴

史
的
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
延
享
・
宝
暦

次
に
は
役
負
担
の
請
負
化
が
進
展
し
て

い
く
こ
と
を
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
を
機
に
、
朝
鮮
通
信
使

や
江
戸
時
代
の
藩
政
に
つ
い
て
興
味
関

心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
実
り
あ
る

講
演
と
な
り
ま
し
た
。
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城岡朋洋氏（第３回）

竹部俊惠氏（第４回）

横山恭子氏（第５回）



　

当
館
で
は
「
富
山
県
報
」
の
複
製
本

を
閲
覧
室
に
て
開
架
し
て
い
ま
す
。
県

報
は
、
県
の
重
要
な
決
ま
り
を
県
民
に

周
知
す
る
た
め
に
発
行
さ
れ
る
も
の
で

す
。
毎
月
目
録
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）

か
ら
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
ま
で

に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
閲

覧
室
で
検
索
で
き
ま
す
。
ま
た
今
年
度

は
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
当
館
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
上
で
利
用
で
き
る
よ

う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、こ
と
し
令
和
七
年（
二
○
二
五
）

は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら
八
○
年
で

す
。
昭
和
二
○
年
八
月
の
富
山
県
報
に

は
、
な
に
が
公
示
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
主
な
も
の
を
調
べ
て
み
ま
し

た
。

　

ま
ず
「
防
空
空
地
指
定
」（
八
月
一

日
告
示
）。
こ
れ
は
昭
和
一
九
年
末
か

ら
本
格
化
し
た
空
襲
に
関
わ
る
告
示
で
、

施
設
の
焼
失
防
止
や
避
難
地
と
す
る
た

め
、
空
き
地
に
し
て
お
く
箇
所
が
指
定

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
富
山
市
、
高
岡
市
、

氷
見
郡
氷
見
町
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
夏
期
授
業
ヲ
行
ハ
ザ
ル
日
ノ
取
扱

ニ
関
ス
ル
件
」（
二
日
通
牒
）
で
は
、

七
月
下
旬
か
ら
八
月
中
の
夏
休
み
期
間
、

中
等
学
校
生
徒
、
国
民
学
校
高
等
科
児

童
は
工
場
や
田
畑
で
勤
労
す
る
旨
が
指

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か「
富
山
県
学
徒
隊
指
導
部
規
程
」

（
四
日
告
示
）
は
、
五
月
に
施
行
さ
れ

た
「
戦
時
教
育
令
」
に
伴
っ
て
編
成
さ

れ
た
、
学
徒
隊
の
指
導
部
に
関
す
る
決

ま
り
事
で
す
。

　

ま
た
、「
米
糠
油
製
品
ノ
最
高
販
売

価
格
指
定
」（
九
日
告
示
）
と
い
う
告

示
が
あ
り
ま
す
が
、
食
用
で
は
な
く
工

業
用
と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
富
山
市
罹
災
土
地
ニ
残
存

ス
ル
物
件
指
定
」（
一
四
日
告
示
）
で

は
「
枯
樹
木
、
焼
機
械
、
焼
金
属
類
、

電
線
、鉛
管
、木
材
、石
材
、煉
瓦
、瓦
」

が
そ
の
指
定
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
二
日
の
富
山
大
空
襲
に
関
す

る
告
示
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
背
景

や
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

続
い
て「
戦
争
終
結
ニ
関
ス
ル
告
諭
」

（
一
五
日
告
諭
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し

無
条
件
降
伏
し
た
日
付
で
す
。
時
の
岡

本
茂
知
事
が
敗
戦
を
受
け
て
、
県
民
に

向
け
た
告
諭
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
燈
火
管
制
解
除
」（
二
一
日
告
示
）で
、

昭
和
一
六
年
に
制
定
さ
れ
た
、
夜
間
照

明
の
制
限
を
解
除
す
る
旨
が
告
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

蛇
足
で
す
が
、
デ
ー
タ
化
し
た
際
、

昭
和
二
十
年
八
月
は
「
通
牒
」
が
た
っ

た
二
件
し
か
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。

　
「
通
牒
」
と
は
「
広
く
所
属
官
公
署
、

市
町
村
、
学
校
な
ど
に
発
す
る
も
の
」

と
文
書
規
程
に
あ
り
、
昭
和
一
二
年
か

ら
著
し
く
増
加
し
、
毎
月
何
十
件
と
目

録
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
正
直
、

そ
の
数
の
多
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
て
い
た

の
で
、
八
月
の
目
録
を
見
て
驚
い
た
次

第
で
す
。

　

当
時
の
県
は
、
地
方
自
治
法
施
行
前

の
、
明
治
以
来
の
府
県
制
の
下
に
あ
る

た
め
、「
富
山
県
報
」
か
ら
富
山
な
ら

で
は
の
歴
史
を
読
み
取
る
の
は
、
難
し

い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た

ち
の
社
会
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る
基
礎
的
な
史
料
の
一
つ
で
す
。
以

上
、
戦
時
下
の
、
厳
し
い
県
民
の
暮
ら

し
が
偲
ば
れ
る
内
容
で
し
た
。

資
料
整
理
室
よ
り

昭
和
二
○
年
八
月
の
富
山
県
報

昭
和
二
○
年
八
月
の
富
山
県
報

昭
和
二
○
年
八
月
の
富
山
県
報

昭
和
二
○
年
八
月
の
富
山
県
報

昭
和
二
○
年
八
月
の
富
山
県
報
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こ
れ
ま
で
の
当
館
へ
の
寄
贈
史
料
の

中
に
は
、
江
戸
時
代
の
本
も
沢
山
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
上
半
期
の
常
設

展
で
は
、
中
央
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
に
お

い
て
、
寄
贈
史
料
の
中
か
ら
「
江
戸
の

本
屋
が
出
版
し
た
本
」
を
選
ん
で
展
示

し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
日
本
は
数
多
の
本
が
作

ら
れ
た
出
版
王
国
で
し
た
。
当
初
、
出

版
の
中
心
地
は
京
都
・
大
坂
（
上
方
）

で
し
た
が
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
の
江

戸
文
化
の
開
花
と
共
に
、
江
戸
で
も
出

版
が
盛
ん
に
な
り
、
耕
書
堂
の
蔦
屋
重

三
郎
を
は
じ
め
、
今
も
知
ら
れ
る
本
屋

が
活
躍
し
ま
し
た
。
越
中
の
地
に
も
た

ら
さ
れ
た
本
よ
り
、
往
時
の
豊
か
な
出

版
世
界
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
史
料
の
一
つ
『
吉
原
青
楼
年
中

行
事
』
は
、
吉
原
の
年
中
行
事
と
主
な

慣
習
を
絵
入
り
で
解
説
し
た
上
・
下
二

巻
の
絵
本
で
す
。
文
は
滑
稽
本
『
東
海

道
中
膝
栗
毛
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
戯
作

者
の
十
返
舎
一
九
、
絵
は
美
人
大
首
絵

な
ど
で
一
世
を
風
靡
し
た
浮
世
絵
師
喜

多
川
歌
麿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

掲
載
し
た
絵
は
、
吉
原
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
仲
之
町
に
運
び
植

え
ら
れ
た
満
開
の
桜
並
木
を
大
尽（
客
）

と
花
魁
が
新
造
・
禿
・
幇
間
た
ち
を
引

き
連
れ
、
妓
楼
へ
の
道
中
を
し
て
い
る

場
面
で
す
。

　

ま
た
、
独
特
の
義
太
夫
文
字
で
書
か

れ
た
常
磐
津
節
の
正
本『
積
恋
雪
関
扉
』

上
・
下
巻
な
ど
、
他
に
も
多
く
の
江
戸

時
代
の
版
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

数
多
く
の
洒
落
本
、
狂
歌
本
、
黄
表

紙
を
は
じ
め
喜
多
川
歌
麿
や
東
洲
斎
写

楽
の
錦
絵
な
ど
を
売
り
出
し
た
「
江
戸

の
メ
デ
ィ
ア
王
」
蔦
屋
重
三
郎
を
主
人

公
と
す
る
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
べ
ら
ぼ
う
〜
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
〜
」

の
世
界
を
、
当
館
で
も
ぜ
ひ
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

　

常
設
展
「
富
山
県
の
誕
生
と
県
政
の

動
き
」
に
つ
い
て
も
、
展
示
内
容
を
一

部
変
更
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
県
庁
本
館
庁
舎
が
今
か
ら

八
十
年
前
の
富
山
大
空
襲
（
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
八
月
二
日
未
明
）
に

よ
る
焼
失
も
免
れ
現
存
し
て
い
る
こ
と

は
有
名
で
す
が
、
本
館
庁
舎
は
い
つ
建

て
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、
何
代
目
の
県

庁
舎
で
あ
る
の
か
、
皆
さ
ん
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？

　

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
で
本
館
庁

舎
が
竣
工
し
て
、
九
十
年
と
な
り
ま
す
。

常
設
展
の「
富
山
県
庁
舎
の
変
遷
」コ
ー

ナ
ー
で
は
、明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）

五
月
九
日
の
富
山
県
の
成
立
以
後
、
県

庁
舎
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
の

か
昭
和
十
年
八
月
の
展
示
パ
ネ
ル
に
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。
竣
工
当
時
か
ら
現

在
ま
で
現
役
で
使
用
さ
れ
て
い
る
本
館

庁
舎
は
、
幾
度
か
改
修
・
増
築
さ
れ
て

い
ま
す
。
改
修
さ
れ
た
部
分
を
現
在
の

県
庁
舎
平
面
図
（
富
山
県
庁
経
営
管
理

部
財
産
管
理
室
作
成
）
と
『
富
山
縣
廳

舎
新
築
工
事
概
況
』（
高
道
家
文
書
・

当
館
蔵
）
で
比
較
し
て
み
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。「
地
鎮
祭
記
念
品
」（
注 

記
念

メ
ダ
ル
）や
「
県
庁
竣
工
式
招
待
状
」

（
い
ず
れ
も
当
館
蔵
）、『
富
山
縣
廳
舎

新
落
成
記
念　

伸
び
行
く
富
山
縣
』（
高

道
家
文
書
・
当
館
蔵
）
な
ど
の
資
料
と

共
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、「
あ
な
た
も
富
山
県
博
士

に
な
ろ
う
！
」と
題
し
、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

も
開
催
中
で
す
。
展
示
資
料
や
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
、
展
示
パ
ネ
ル
を
じ
っ
く
り
見

て
、
富
山
県
の
歴
史
に
関
す
る
ク
イ
ズ

を
解
い
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
素
敵

な
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

「
江
戸
の
本
屋
」
﹁
富
山
県
庁
舎
の
変
遷
﹂
の
紹
介

令
和
七
年
度

上
半
期
常
設
展

『吉原青楼年中行事』
（石川家文書　当館蔵）
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「富山県庁舎の変遷」コーナー



北陸新幹線

あいの風とやま鉄道

利
用
案
内

利
用
案
内

七
十
七

令
和
七
年
八
月
一
日
発
行

ウェブサイト
https://www.pref.toyama.jp/
1147/kensei/kouhou/1147/

富山県公文書館Xアカウント

https://x.com/Toyama
PrefArchAr

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）に
て

情
報
発
信
し
て
い
ま
す

富
山
県
公
文
書
館
の
業
務
の
紹

介
や
主
催
行
事
（
企
画
展
、
歴

史
講
座
、
古
文
書
教
室
な
ど
）

に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

4 5 6 7 8 9 10 11 12月

歴史講座
※終了

古文書教室
入門コース

企画展
講演会

古文書教室
初級コース

展　示

催事

講師／木本　秀樹氏・是松　慧美氏
　　　城岡　朋洋氏・竹部　俊惠氏
　　　横山　恭子氏

講師／当館史料調査専門員

講師／宮本　幸江氏

■公文書館催し物案内

６⁄５
６⁄12
６⁄19
６⁄26

㈭
㈭
㈭
㈭

７⁄21 ㈪～７⁄30 ㈬（募集）

９⁄８㈪～９⁄17 ㈬

10⁄26 ㈰
10：00～

（募集）

企画展

講　師／上野彰氏、久保眞人氏、広沢久也氏、堀口正氏
　　　　 （富山ジャパンエキスポ協会事務局OBの方々による座談会形式講演会）
テーマ／「ジャパンエキスポ富山'92成功への道～疾風怒濤の日々の先に見えたもの～」

「行かんまいけ～富山の博覧会」
※企画展中は土・日・祝日も開館いたします。 10⁄２㈭～11⁄３㈪

常設展……「江戸の本屋」「富山県庁の変遷」

９⁄４
９⁄11

㈭
㈭

10⁄９
10⁄16
10⁄23
10⁄30

㈭
㈭
㈭
㈭

８⁄28㈭

７⁄３㈭

企
画
展
の
お
知
ら
せ

　

令
和
七
年
度
企
画
展
は
、「
行
か
ん
ま

い
け
～
富
山
の
博
覧
会
」
と
題
し
、
明
治

か
ら
平
成
に
富
山
県
で
開
催
さ
れ
た
博
覧

会
や
共
進
会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
は
「
大
阪
・
関
西
万
博
」（
正

式
名
称
：
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
）
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
に
東
京
上
野
で
開
催
さ
れ

た
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
を
皮
切
り
に
、

そ
れ
を
モ
デ
ル
と
し
近
代
化
を
目
指
し
た

多
く
の
博
覧
会
や
共
進
会
が
国
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
に
お
い
て
も
、
産
業

振
興
と
輸
出
力
強
化
の
た
め
に
開
催
さ
れ
、

戦
時
中
は
東
ア
ジ
ア
の
結
び
つ
き
を
意
識

し
て
、
戦
後
は
復
興
の
証
と
し
て
、
さ
ら

に
昭
和
後
期
か
ら
平
成
初
期
に
か
け
て
は

21
世
紀
に
向
け
て
な
ど
と
、
時
代
ご
と
に

特
色
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、県
内
開
催
の
中
よ

り
六
つ
の
博
覧
会
・
共
進
会
に
焦
点
を
あ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
背
景
を
反
映
し
た

博
覧
会
等
の
目
的
や
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間

　

十
月
二
日（
木
）～
十
一
月
三
日（
月
・
祝
）

　

※
開
催
期
間
中
は
、
土
・
日
・
祝
日
も

　

開
館
い
た
し
ま
す
。
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富山県公文書館YouTubeアカウント

https://www.youtube.com/channel/
UCxaz4R4lrE_DVo5vnEoxzBg

Y
ou
Tube

に
て
古
文
書
教
室
入
門

コ
ー
ス
の
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す

富
山
県
公
文
書
館
のY

ou
Tube

ア
カ
ウ

ン
ト
に
て
、
令
和
五
年
度
「
古
文
書
教

室
入
門
コ
ー
ス
」
の
内
容
を
も
と
に
制

作
し
た
十
分
程
の
動
画
（
全
七
回
）
を

配
信
し
て
い
ま
す
。

主
に
当
館
蔵
の
史
資
料
を
用
い
、
古
文

書
を
読
む
際
の
基
礎
知
識
や
頻
出
す
る

日
付
・
人
名
の
く
ず
し
方
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。


